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住民は、危機感を募らせていった 160 そして、 1971
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日 「甲子園地区埋立事業対策協議会設置要綱(案)J 1982 
年 12月28日。
師 1995年1月17日に発生した阪神・淡路大震災を受けて、
兵庫県は 1996年目月に酉宮地区の埋立地を拡張し防災拠
点を設置する構想を発表している。これについて西宮市甲
子園地区の地域住民が反発し、和解条項の不履行を理由に
訴訟に発展しかけたほどである@そのためこの構想は、ひ
とまず立消えとなった。
町逆説的ではあるが、行政が強固なスクラムを組んで一枚
岩となり、意思統ーが図られていくほどに、市民がそれに
対して指導力を発揮することは困難になると言える。
58このジレンマに陥ったのが、 2000年に国・阪神高速道
路公団(現:阪神高速道路株式会社)との問で公害・環境
対策の実現などを条件に和解が成立した尼崎大気汚染公
害訴訟のケースである@この問題の詳細ならびに評価につ
いては、阿部泰隆「尼崎公害訴訟における和解の評価」小
高剛先生古稀祝賀編集委員編『現代の行政紛争』成文堂、
2004年に委ねる。
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